
   

第 412 回 生活習慣病研修会 
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ジェックス研修センター  アクセス 

大阪市淀川区西中島 4-6-17 新大阪シールビル 4 階 

Tel : 06-6304-8014 

【大阪メトロ御堂筋線】 
西中島南方駅 ①番（北）出口より西へ徒歩３分 
【阪急京都線】南方駅 西改札口より徒歩 7 分 
◆駐車場はございません。車でお越しの場合は近隣の有料
駐車場をご利用ください。 

共 催：公益社団法人臨床心臓病学教育研究会(ジェックス)・田辺三菱製薬株式会社 

 

 

 

講 師：森井 功先生   

時 間：午後 2 時～3 時 30 分（開場 1 時 30 分） 

会 場：ジェックス研修センター 
（状況によっては、人数制限をさせていただく場合がございます）  

受講料：会員無料／ジェックス会員でない方は 500 円 

(水) 

開催方法および一部内容が変更する場合があります。最新の情報はホームページでご確認ください。 

オンラインで受講の場合のみ 

事前申込が必要です。 

申込期限 11 月 7 日(木) 

申込と受講料（会員以外の方）の払込を 

お済ませください。 

詳細はジェックスホームページまたは右下

の二次元コードよりご確認ください。 

https://www.jeccs.org/events/ 

 

 

※研修センターで受講される方は申込不要

です。直接会場へお越しください。 

 

11/13 

 
社会医療法人仙養会北摂総合病院 

副院長（循環器科/救急診療科） 

『どうして循環器医が糖尿病治療に 

積極的に取り組むのか？』 
糖尿病は動脈硬化の強力な危険因子で、冠動脈疾患や脳梗塞、足の血行障害の原因となります。特に糖尿病患者さんが 

冠動脈疾患を起こすリスクは高く、わが国でも冠動脈疾患で命を失う糖尿病患者さんが増加しています。 

糖尿病の治療において食事療法や運動療法といった一般療法が基本であることは言うまでもありませんが、 

これで十分な管理ができない場合には薬物療法を躊躇なく行う必要があり、近年循環器疾患や腎疾患を有する 

糖尿病患者さんにおいては、SGLT2阻害薬や GLP-1受容体作働薬といった比較的新しい薬剤を早期に使用することが 

推奨されています。本講演では循環器医の視点から、その背景となるエビデンス並びにこれらの薬剤を用いた治療の 

実際を紹介させていただきます。 

 

 

会場とオンラインの同時開催 


